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A.研究目的 
HPV ワクチン感染副反応を呈する患者の血

液学的異常について昨年報告した。本年度は

対象コントロール郡をいくつか追加して比較

した。 
 
 

B.研究方法 
   ワクチン関連患者とほぼ同じ年齢の健常者

を募り、ワクチン接種女性、ワクチン未接種

女性、ワクチン未接種男性の血清中サイトカ

インを測定し患者血清値と比較した。 
 
  （倫理面への配慮） 

分担研究者は、臨床研究等に関わる各種ガイ

ドラインを遵守し、臨床研究は倫理委員会の

審査を経た上で実施する。特に介入研究にあ

たっては、最新の研究指針に基づき、倫理委

員会や IRB の承認を得た上で、被験者からは

適切なインフォームドコンセントを得るもの

とする。動物実験については、各施設の動物

実験管理委員会や倫理委員会の審査を経て承

認を得るものとする。 
 
 
C.研究結果 

  正常コントロールとして採取した正常若年者

では血液学的異常の検出率は低く、上昇の程

度も軽度であった。ワクチンを接種した健常

な女性ではサイトカインの上昇はほとんど認

められなかった。ワクチン関連神経症状の患

者のような高い値はどのコントロール群にも

認められなかった。 

 
 

D.考察 
   一部の健常者でも若干の上昇が認められる

ことがあり、日常生活内で普通に合併する炎

症病態を反映している可能性を考えた。一部

のサイトカインでは男女差が認められた。 
 

E.結論 
ワクチン関連副反応患者においてはサブク

リニカルな炎症が惹起されている頻度が高い

ことが示唆された。 
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